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寒川神社付近は、道路が大変混雑します
公共交通機関をご利用下さい
規制区域内での自転車通行は、ご遠慮下さい

平成31年
寒川神社初詣交通規制図

初
詣
に
は
、
バ
ス
・
電
車
・
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。

凡　　　　例

規　制　時　間

12月31日　22：00

～

１月３日　17：00

車両通行止区域

一方通行
車両通行止
車両進入禁止
指定方向外進行禁止

民間有料駐車場
無料駐車場

信　　号

車両通行禁止区域
（路線バスを除く）

寒川町年末年始交通対策協議会
茅 ヶ 崎 警 察 署

※ただし、ピンク点線
の区域（　　）は
12月 31 日 22：00
　～1月 1日 17：00
1 月 2日・1月 3日
　10：00～17：00

とします。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本

年
も
社
報『
相
模
』を
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。当
神
社
で
は
多
く
の
諸
行
事
が
５０
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
て
き
て
お
り
ま
す
。５０
年
も
続

く
行
事
が
今
も
形
を
変
え
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
氏
子
の
皆
さ
ま
の
信
仰
心
と
文
化
の
継

承
を
思
う
気
持
ち
に
外
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。本

年
は
、平
成
か
ら
の「
御
代
替
り
」と
い
う
慶
事
を
目

前
に
控
え
て
、
当
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
神
社
界
全

体
に
お
い
て
も
そ
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。社
報『
相
模
』も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
俊
）

月次祭に
ご参列された方などに
お頒けする木札です
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睦月「1月」

如月「2月」

弥生「3月」

祝祭日には国旗を掲げましょう 【表紙写真説明】
大倉陽月氏が描く、新年初詣ポスター

【題字】
神社本庁 総長　田中恆清奉祝 天皇陛下御即位三十年



神
嶽
山
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苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

春の息吹を感じる神苑で大神さまとのご神縁を深めましょう

茶屋「和楽亭」にて抹茶と和菓子をお楽しみいただけます。（500円より思し召し）
石舞台にて神楽舞と雅楽の奉奏を開催いたします。 期日は決まり次第、神社ホームページへ掲示します。

神苑内
では

開
苑
10
周
年

【神苑に春の訪れを告げる白梅】
※例年3月上旬が見頃です。
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〔要　項〕
■日　　時

■初 穂 料
■申　　込
■〆　　切

立春の前日である2月3日㈰、邪気災厄を祓い開運招福を願う「節
分祭」が斎行され、古式に則り、追儺神事が執り行われた後、特設櫓
上より豆撒きを行います。
この神事に奉仕される年男・年女の皆様を下記により募集致します。

第43回伊勢参宮旅行のご案内
高座氏子総代会主催

毎年多くの氏子崇敬者のご参加
をいただき実施しております伊勢参
宮旅行は本年で43回目を迎えます。
清き川の流れと、緑深き静寂の
森。「日本人の心のふるさと」伊勢
の神宮で、その荘厳な空気を五感
で体験してみませんか？
本年は伊勢の神宮の他、多度
大社（三重県）と諏訪大社（長野
県）をお参りします。
皆様お誘い合わせの上、ご参加

ください。

2月3日㈰
午前11時
（町内在住の方）
午後2時
（町外在住の方）
金1万円
神社窓口へ直接お申込みください
1月25日㈮

お申込み・お問合せ 寒川神社総務課 ☎0467（75）0004㈹

〔要　項〕
■日　　時
■募集定員
■参 加 費

■〆　　切

3月3日㈰～3月5日㈫
120名
48,000円
（交通費・宿泊費・食事代・神宮神楽料含む）
※宿泊の同部屋希望は追加料金あり
1月30日㈬　※定員に達し次第〆切

（
1
月
1
日
除
く
）
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平
成
31
己つ

ち
の
と
い亥
歳
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
を
言

祝
ぎ
、
国
家
の
隆
昌
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

畏
く
も
今
上
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し

て
は
、
御
即
位
よ
り
30
年
と
い
う
佳
節
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

お
目
出
度
く
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。
天
皇

陛
下
に
は
、
御
即
位
以
来
御
多
忙
な
御
公

務
を
担
わ
れ
る
中
で
、
ひ
た
す
ら
国
家
・

国
民
の
平
安
と
世
界
の
平
和
へ
の
祈
り
を

重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
喜
び
の
日
も
悲

し
み
の
日
も
国
民
と
と
も
に
あ
ら
せ
ら
れ

る
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
は
愈
々
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
御
皇
室
の
御
安

泰
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
一
昨
年
12
月
、
彬
子
女

王
殿
下
の
御
台
臨
を
仰
ぎ
挙
行
さ
れ
ま
し

た
「
彬
姫
櫻
植
樹
」
を
皮
切
り
に
、
天
皇

陛
下
御
即
位
30
年
を
奉
祝
す
る
、
種
々
の

記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

國
府
祭
に
お
け
る
本
神
輿
の
渡
御
、
浜
降

祭
の
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
に
お
け
る
國

學
院
大
學
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る

奉
祝
パ
レ
ー
ド
、
東
儀
秀
樹
氏
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
天
長
祭
に
あ
わ
せ
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
記
念
植
樹
と
記
念
講
演

な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
氏
子
崇
敬
者
の
皆

様
と
と
も
に
、
天
皇
陛
下
へ
の
感
謝
の
誠

を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
改
め
て
深
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
昨
今
、
特
に
若
い
女
性
を
中
心
に

い
わ
ゆ
る
「
御
朱
印
ブ
ー
ム
」
に
火
が
つ

き
、
週
末
と
も
な
れ
ば
御
朱
印
待
ち
の
方

で
御
社
頭
は
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。
御
朱
印
を
受
け
る
こ
と
が
、
即
神

社
及
び
神
道
へ
の
「
理
解
」
へ
と
繋
が
る

わ
け
で
は
な
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
神
社

へ
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
一
つ

の
「
き
っ
か
け
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
若
い
世
代

の
方
々
に
神
社
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と

は
、
非
常
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
、
御
社

頭
の
様
子
を
窺
う
限
り
、
報
道
等
で
騒
が

れ
て
い
る
ほ
ど
「
若
者
の
神
社
離
れ
」
は

進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
を
２
年
後
に
控
え
、

我
が
国
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
年

を
追
う
ご
と
に
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け

て
い
る
こ
と
は
、
報
道
等
で
ご
高
承
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
、
増
加
の
一
途

を
辿
る
と
想
定
さ
れ
、
世
界
中
の
熱
い
視

線
が
我
が
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
か
ら
日
本
に
向
け
ら
れ
て
い
る
視

線
と
は
、「
神
社
」
に
対
す
る
注
目
度
の

高
さ
の
表
わ
れ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
外
国
人
観
光
客
の
多
く
は
、

日
本
各
地
の
社
寺
を
訪
れ
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
日
本
文
化
の
代
表
格
と
し
て
世
界

中
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
や
、
我
が
国

の
「
国
振
り
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
向
け
、
瞬
時

に
拡
散
さ
れ
る
、
そ
う
い
っ
た
時
代
を
迎

え
て
い
る
の
で
す
。

　

我
が
国
と
、
そ
の
文
化
の
担
い
手
の
一

つ
で
も
あ
る
「
神
社
」
が
国
内
外
か
ら
注

目
を
浴
び
る
中
、
本
年
５
月
に
は
「
御
代

替
り
」
を
控
え
て
お
り
ま
す
。「
神
社
」

が
「
天
皇
陛
下
か
ら
の
預
か
り
も
の
」
と

も
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
家
の
最
大
の
慶
事

を
控
え
る
今
こ
そ
、
斯
界
が
一
丸
と
な
っ

て
奉
祝
の
機
運
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
斯
界
の
使
命
で

あ
り
、
ひ
い
て
は
日
本
の
「
麗
し
い
国
振

り
」
を
国
内
外
に
示
す
こ
と
に
繋
が
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

御
参
拝
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
お
力

添
え
を
賜
わ
り
た
く
、
変
わ
ら
ぬ
御
崇
敬

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
寒
川
大
明
神
様
の
広
大

無
辺
な
八
方
除
の
御
神
徳
を
余
す
こ
と
な

く
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
て
、
幸
多
き
輝

か
し
い
年
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
31
年　

年
頭
の
ご
挨
拶
宮 

司　

利 
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教

多
田　

一
馬

利
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介
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史
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介
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俊
介

加
藤　

千
理
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司
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誉
子

穐
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麻
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吉
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弘

山
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紫
鶴

山
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里
美
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本
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恵
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岩
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町
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史
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史
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里
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斎
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裕

石
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孝
文

福
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大
樹

平
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希

廣
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由
美

菊
池
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の
り
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ゆ
き

矢
代　

実
希

福
永
三
智
子

佐
藤　

明
美

布
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麗
子

荻
野　
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世

礒
﨑
由
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子

大
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み

西
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由
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志
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静
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戸
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美
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直
子

臼
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史
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美

大
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ひ
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み
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由
実
子

大
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司

大
久
保
め
ぐ
み

佐
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広

長
谷
川
郷
子

塚
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未
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磯
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子
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千
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と
み

酒
井　

文
子

福
田
由
紀
子

中
島　

甲
子

宇
戸
由
美
子

里
吉　

恵
太

五
十
嵐
明
子

天
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奈
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子

小
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男

岩
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泰
央
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子
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子
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恵
子

及
川　
　

薫

高
橋　
　

遼

臼
井　
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也

新
倉　
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子
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麻
里
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子
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井　
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り
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橋　
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美

今
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由
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野
地　
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子
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友
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代
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湯
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子

小
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薫
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子
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亮
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実
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岡　
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木　
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恵

落
合　
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木
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こ
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賢
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和
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伊
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大
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井
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中
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子

日
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旭
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社 

寒
川
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院
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毎
年
、
天
皇
誕
生
日
に
は
伊
勢
の
神
宮

を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
神
社
で
天
長
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
時
を
同
じ
く
し
て
、

皇
居
内
で
は
祝
賀
の
儀
・
宴
会
の
儀
・
茶

会
の
儀
・
一
般
参
賀
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

海
上
自
衛
隊
で
は
、
基
地
・
一
般
港
湾
等

に
停
泊
し
て
い
る
自
衛
艦
に
お
い
て
満
艦

飾
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
日
本
中
で
天
皇
陛

下
の
御
生
誕
を
お
祝
い
す
る
奉
祝
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
日
で
は
国
民
の
祝
日
と
し
て
斉
し
く

お
祝
い
申
し
上
げ
て
い
る
「
天
皇
誕
生
日
」

で
す
が
、
昭
和
23
年
ま
で
は
「
天
長
節
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
称
の
起

源
は
中
国
の
唐
の
時
代
、天
宝
７（
七
四
八
）

年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
玄
宗
皇
帝
の
誕
生
日

を
天
長
節
と
し
て
祝
っ
た
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
老

子
の
「
天
長
地
久
」
の
語
に
基
づ
い
て
創

始
さ
れ
た
も
の
で
、「
天
地
が
永
久
に
変
わ

ら
ず
存
在
す
る
よ
う
に
、
天
子
の
寿
命
の

限
り
な
い
こ
と
を
願
う
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
宝
亀
６
（
七
七
五
）
年

に
初
め
て
光
仁
天
皇
が
自
ら
の
誕
生
日
を

祝
し
た
と
さ
れ
、
時
代
は
流
れ
明
治
元

（
一
八
六
八
）
年
に
は
古
代
の
例
に
倣
っ
て

復
活
し
、明
治
６（
一
八
七
三
）年
に
は
太
陽

暦
の
採
用
に
あ
わ
せ
「
天
長
節
」
と
し
て

正
式
に
国
家
の
祝
日
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
、１
月
１
日
の
「
四
方
節
（
元
日
）」、

２
月
11
日
の
「
紀
元
節
（
現 

建
国
記
念
の

日
）」、
11
月
３
日
の
「
明
治
節
（
現 

文
化

の
日
）」
と
あ
わ
せ
た
「
四
大
節
」
の
一
つ

と
し
て
「
天
長
節
」
は
日
本
各
地
で
盛
大

に
奉
祝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
昭
和
23
（
一
九
四
八
）
年
、
大
東
亜

戦
争
終
戦
後
に
は
「
国
民
の
祝
日
に
関
す

る
法
律
（
祝
日
法
）」
の
制
定
に
よ
り
、
天

長
節
は
現
在
の
「
天
皇
誕
生
日
」
へ
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
の
祝
祭
日
と
し
て
勅
令
で
定

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
大

東
亜
戦
争
終
戦
ま
で
は
皇
后
陛
下
の
御
誕

生
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
日
と
し
て「
地

久
節
」
が
あ
り
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
御

生
誕
を
お
祝
い
す
る
「
天
長
節
」
の
対
と

な
る
日
で
、
一
部
の
女
学
校
な
ど
で
は
休

日
と
し
て
お
祝
い
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
を

奉
祝
し
て
、
拝
殿
内
に
「
慶
祝　

天
長
祭
」

の
垂
幕
を
掲
示
、
あ
わ
せ
て
紅
白
の
胡
蝶

蘭
を
献
備
し
て
、
祭
典
を
斎
行
し
ま
し
た
。

祭
典
に
先
立
ち
、
雅
楽
の
伴
奏
に
よ
り
宮

司
以
下
祭
員
・
参
列
者
全
員
で
国
歌
「
君

が
代
」
を
斉
唱
、
祭
典
内
で
は
例
年
通
り

「
人
長
舞
」
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、
天
皇
陛

下
の
御
生
誕
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
、
参
道
の
東
側
に
て
天
皇

陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝
記
念
植
樹
式
が

行
わ
れ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
赤
松
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
参
集
殿
で
は
、
当
神
社
の
職
員
で

あ
り
、
元
内な

い

掌
し
ょ
う

典て
ん

の
西
井
可
奈
権
禰
宜

に
よ
る
「
宮
中
三
殿
（
賢

か
し
こ

所ど
こ
ろ・
皇こ
う

霊れ
い

殿で
ん

・

神し
ん

殿で
ん

の
総
称
）」
や
「
宮
中
祭
祀
」
に
つ
い

て
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
宮
中

に
は
国
家
行
政
機
関
と
し
て
の
宮
内
庁
の

組
織
と
は
別
に
、
掌
典
職
と
よ
ば
れ
る
内

廷
の
組
織
が
あ
り
、
皇
室
の
祭
祀
を
つ
か

さ
ど
っ
て
い
ま
す
。
掌
典
長
の
統
括
の
下

に
掌
典
次
長
・
掌
典
・
内
掌
典
な
ど
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
宮
中
で
は
年
間
20
ほ
ど
の
祭
儀
が

執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

は
、
宮
中
の
祭
祀
を
大
切
に
受
け
継
が
れ

常
に
国
民
の
幸
せ
を
お
祈
り
さ
れ
て
い
ま

す
。
掌
典
職
は
宮
中
祭
祀
に
従
事
し
、
伊

勢
の
神
宮
や
勅
祭
社
に
お
け
る
祭
典
で
は
、

天
皇
陛
下
の
使
者
で
あ
る
「
勅ち

ょ
く
し使
」
を
つ

と
め
ら
れ
ま
す
。

　

女
性
が
就
任
す
る
官
職
の
内
掌
典
と
し

て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
側
近
く
で
御

奉
仕
を
し
た
経
験
に
基
づ
く
講
演
は
非
常

に
興
味
深
く
、
い
か
な
る
と
き
も
国
民
と

と
も
に
あ
ら
せ
ら
れ
る
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
御
心
を
胸
に
刻
む
こ
と
が
で
き
、
天
皇

陛
下
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
す
る
に
相
応

し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
上
陛
下
の
御
誕
生
日
で
あ
る
12
月
23
日
に
、
天
長
祭
が
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
、
多
く
の
参
列
者
と
と
も
に
こ
の
佳
節
を
お
祝
い
し
、
皇

室
の
御
安
泰
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
を
奉
祝
し
て
、
拝
殿
内
に
「
慶

祝　

天
長
祭
」
の
垂
幕
を
掲
示
、
祭
典
終
了
後
に
は
境
内
に
て
記
念

植
樹
を
行
い
、
参
集
殿
に
て
記
念
講
演
を
行
う
な
ど
、
例
年
と
は
趣

の
異
な
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

特 集

奉祝　天皇陛下御即位三十年

天
て ん

長
ち ょ う

祭
さ い

天
長
節
と
地
久
節

御
即
位
三
十
年
目
の
天
長
祭

人長舞記念植樹記念講演
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社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

職
員
防
災
訓
練

相
模
國
式
内
社
の
会
総
会

末
社
宮
山
神
社
神
幸
祭

第
3
回
相
模
塾

人
形
感
謝
祭

神
嘗
奉
祝
祭

御
祖
神
社
竣
功
並
御
祖
講

　
設
立
二
十
周
年
奉
告
祭
・
記
念
式
典

利
根
康
教
宮
司

　
神
職
身
分
特
級
昇
進
を
祝
う
会

10
月

１
日

6
日

7
日〃 

15
日

17
日

21
日

26
日

明
治
祭

第
51
回
菊
花
・
写
真
展

相
模
湘
南
支
部
教
養
研
修
会

相
模
湘
南
支
部

　
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

独
身
寮
改
修
工
事
竣
功
清
祓

新
嘗
祭

外
庭
手
水
舎
工
事
清
祓

11
月

3
日

10
〜
25
日

13
・
14
日

14
日

22
日

23
日〃 

月
次
祭

毎
月
１
日・
20
日

12
月

宮
山
神
輿
愛
好
会

　
奉
納
米
献
上
神
宮
参
拝

世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会

　
ハワ
イ
平
和
祈
念
使
節
団 

参
加

煤
拂
祭

第
4
回
相
模
塾

外
庭
手
水
舎
工
事
竣
功
清
祓

迎
春
神
話
ね
ぶ
た
設
置

天
長
祭

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
奉
祝

　
　
　
　
　
　
　
記
念
植
樹
式

師
走
大
祓
式
並
除
夜
祭

神
徳
感
謝
祭

1
日

4
〜
9
日

14
日

16
日

19
日

20
日

23
日〃 

31
日〃 

❸

❹
［写真］	 ①新嘗祭「参進」　②第37回平和祈念使節団　③神宮大麻暦頒布始奉告祭
	 ④相模塾　⑤神嘗奉祝祭「献饌」

❷

❺

❶

伊
勢
の
神
宮
に
お
い
て
斎
行
さ
れ

る
年
間
一
五
〇
〇
に
も
及
ぶ
祭

典
の
中
で
、
最
も
重
儀
と
さ
れ

る
の
が
「
神
嘗
祭
」
で
す
。
そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
新
穀
を
天
照
大
御
神
に
捧
げ
、

そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
典
で
、
神
宮
で

は
、
こ
の
祭
典
に
あ
わ
せ
御
装
束
・
祭
器

具
が
一
新
さ
れ
ま
す
。

　

20
年
に
一
度
斎
行
さ
れ
る
「
式
年
遷
宮
」

は
大
規
模
な
神
嘗
祭
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
、
式
年
遷
宮
後
、
最
初
の
神
嘗
祭
を
特

に
「
大
神
嘗
祭
」
と
も
い
い
ま
す
。

　

10
月
17
日
に
は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に

お
い
て
、
天
皇
陛
下
が
遣
わ
さ
れ
た
勅
使

に
よ
り
奉
幣
が
行
わ
れ
、
同
日
天
皇
陛
下

に
は
皇
居
神
嘉
殿
に
て
皇
大
神
宮
を
御
遥

拝
に
な
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
日
本
人
の
生
活
の
根
源

と
も
い
え
る
重
要
な
祭
典
が
斎
行
さ
れ
る

当
日
に
、
当
神
社
で
も
神
嘗
奉
祝
祭
を
斎

行
し
、
神
宮
を
遥
拝
致
し
ま
し
た
。

当
神
社
周
辺
で
は
、
地
域
住
民
が

中
心
と
な
り
霊
社
講
を
結
成

し
、
明
治
2
年
に
宮
山
祖
霊
社

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
経
て
、

平
成
10
年
10
月
に
は
寒
川
神
社
末
社
と
し

て
御
祖
神
社
が
竣
功
さ
れ
、
講
の
名
称
も

「
寒
川
神
社
御
祖
講
」
と
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
御
祖
神
社
は
現
在
、
神
嶽
山
神
苑
内

に
鎮
座
し
、
毎
月
の
月
次
祭
の
ほ
か
、
春

と
秋
に
は
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
御
祖
神
社
竣
功
・
御
祖
講
設
立

20
年
の
節
目
を
迎
え
、9
月
16
日
に「
白
梅
」

の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
10
月
21
日
に
は

奉
告
祭
・
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部

の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

が
管
内
神
社
宮
司
参
列
の
も
と

11
月
14
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
宮
大
麻
は
天
照
大
御
神
の
神
札
の
こ

と
を
い
い
、
新
た
な
年
も
健
や
か
に
生
活

が
営
め
る
よ
う
氏
神
様
の
神
札
と
共
に
神

棚
に
お
祀
り
す
る
お
札
で
す
。

　

新
し
い
神
宮
大
麻
を
お
受
け
い
た
だ
き
、

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

秋
祭
り
と
も
呼
ば
れ
る
「
三
大
祭
」

の
一
つ
、新
嘗
祭
が
役
員
・
総
代
・

氏
子
崇
敬
者
多
数
参
列
の
も
と

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
典
は
、

秋
の
豊
か
な
稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭

典
で
、
近
隣
の
生
産
者
よ
り
丹
精
込
め
て

作
ら
れ
た
新
米
・
野
菜
・
果
物
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
所
せ
ま
し
と
御
神
前
に
奉

納
（
奉
納
者
の
御
芳
名
は
９
ペ
ー
ジ
に
記

載
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
に
あ
わ
せ
て
開
催
致
し
ま
し
た

菊
花
・
写
真
展
で
は
、
300
点
を
超
え
る
色

と
り
ど
り
の
菊
花
と
と
も
に
、
神
社
の
四

季
の
風
景
を
色
彩
豊
か
に
撮
影
い
た
だ
い

た
120
点
の
写
真
が
境
内
を
飾
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
８
月
の
記
録
的
猛
暑
に
加
え

10
月
に
は
大
型
の
台
風
が
関
東
地
方
を
直

撃
す
る
な
ど
、
農
作
物
や
菊
に
は
非
常
に

過
酷
な
天
候
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
天
候
を
も
の
と
も
せ
ず
、
田
は
黄

金
色
に
輝
き
、
豊
か
な
実
り
の
秋
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

祭
典
終
了
後
に
は
、
参
集
殿
に
お
い
て

年
間
の
篤
志
奉
納
者
と
第
51
回
菊
花
展
・

写
真
展
に
入
賞
さ
れ
た
方
々
（
御
芳
名
は

10
・
11
ペ
ー
ジ
に
記
載
）
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。昨

年
12
月
７
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ハ
ワ
イ
州
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

に
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
兵
隊

主
催
の
平
和
を
祈
る
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
ハ
ワ
イ

平
和
祈
念
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
会
長

で
あ
る
神
社
本
庁
・
田
中
恆
清
総
長
を
は

じ
め
日
本
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
関
係

者
約
70
名
と
共
に
当
神
社
の
利
根
宮
司
が

出
席
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
37
回
目
を
迎
え
た
委
員
会
の

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
訪
問
は
、
昭
和
57
年
よ

り
毎
年
恒
例
の
慰
霊
行
事
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
も
米
軍
基
地
内

に
設
け
ら
れ
た
記
念
碑
前
で
の
慰
霊
や
現

地
の
神
社
参
拝
な
ど
殊
の
ほ
か
貴
重
な
経

験
を
通
じ
て
「
今
あ
る
当
た
り
前
の
平
和
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。神

社
や
神
道
に
つ
い
て
学
び
、
日

本
の
伝
統
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
10
月
に
開

塾
致
し
ま
し
た
「
相
模
塾
」
の
第
４
回
目

の
講
座
が
12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
祭
式
作
法
」。
最
近

で
は
、
テ
レ
ビ
等
で
神
社
の
特
集
が
放
送

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
参
拝
方
法
等
の
紹

介
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
社
で
の
作
法

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
決
ま
り
が
あ
り
、
立
ち

方
や
礼
の
角
度
に
至
る
ま
で
詳
細
に
決
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
、塾
生
の
皆
様
に
は
、

普
段
の
神
社
参
拝
で
も
頻
度
の
高
い
作
法

で
あ
る
「
二
礼
二
拍
手
一
礼
（
再
拝
二
拍

手
一
拝
）」
と
「
玉
串
拝
礼
」
を
中
心
に
、

当
神
社
の
神
職
2
名
（
神
奈
川
県
神
社
庁

祭
式
助
教
）
の
指
導
の
下
、
実
際
に
身
体

を
動
か
し
て
実
践
的
な
講
座
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

祭
式
作
法
の
中
に
は
、
身
体
の
筋
が
痛

く
な
っ
て
し
ま
う
動
き
も
あ
り
、
塾
生
の

皆
様
に
は
真
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
う
っ

す
ら
と
汗
を
か
き
な
が
ら
も
真
剣
な
面
持

ち
で
受
講
さ
れ
、
講
座
開
始
前
と
は
見
違

え
る
よ
う
な
拝
礼
作
法
を
習
得
い
た
だ
け

た
よ
う
で
し
た
。

御
祖
神
社
竣
功
並
御
祖
講

設
立
二
十
周
年
奉
告
祭

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

神
嘗
奉
祝
祭

第
４
回
相
模
塾

第
37
回
平
和
祈
念
使
節
団

新
嘗
祭
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正
月
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
当
神
社

の
ね
ぶ
た
も
、
お
蔭
様
に
て
19
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
記
紀
神
話
よ
り
「
天
孫
降
臨
」
の
話
を
モ

チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
日
本
を
豊
か
な
国
に
す
る
た
め
に
天

照
大
御
神
よ
り
神
勅
を
受
け
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
、
サ
ル
タ

ヒ
コ
の
導
き
に
よ
っ
て
天
降
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

歴
代
の
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
皇
居
内
の
神

田
に
て
田
植
え
や
稲
刈
り
を
御
自
ら
行
わ
れ
る
な
ど
天
孫
降
臨

の
際
の
教
え
を
守
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
広
め
る
と
い
う
使
命
を

果
た
さ
れ
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
代
替
り
を
5
月
に
控
え
、
11
月
に
は
大
嘗
祭
（
天
皇
陛
下

即
位
後
最
初
の
新
嘗
祭
）
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
国

家
的
な
慶
事
を
前
に
、
改
め
て
天
皇
陛
下
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ

る
と
い
う
意
味
を
込
め
て
製
作
致
し
ま
し
た
。

　

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
を
受
け
、
天
照
大
御

神
は
孫
に
あ
た
る
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
、
三
種
の
神

器
で
あ
る
「
八や

た
の
か
が
み

咫
鏡
」「
八や

さ
か
に
の
ま
が
た
ま

尺
瓊
勾
玉
」「
草

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣
」

を
授
け
、
豊と

よ

葦あ
し

原
は
ら
の

瑞み
ず

穂ほ
の

国く
に

（
日
本
）
を
高
天
原
の

よ
う
に
素
晴
ら
し
い
国
に
す
る
た
め
、
天
降
る
よ

う
に
命
じ
た
。
早
速
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
高
天
原
の

天あ
ま

津つ

神か
み

を
伴
っ
て
天
降
ろ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
に

は
怪
し
い
光
を
放
つ
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ

の
神
様
は
サ
ル
タ
ヒ
コ
と
い
い
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

を
お
迎
え
に
き
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
サ
ル
タ
ヒ
コ
に

先
導
さ
れ
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
雲
を
押
し
分
け
、

日
向
の
高
千
穂
の
地
に
天
降
ら
れ
た
。

　

こ
の
神
話
で
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
天
照
大
御

神
よ
り
い
く
つ
か
の
お
言
葉
（
神し

ん

勅ち
ょ
く）
を
受
け
天

降
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
言
葉
は
大
き

く
３
つ
あ
り
、こ
れ
を
全
て
合
わ
せ
て
「
三
大
神
勅
」

と
い
う
。
一
つ
目
が
「
天て

ん

壌
じ
ょ
う

無む

窮き
ゅ
うの

神
勅
」
と
い

わ
れ
、「
日
本
の
国
は
私
の
子
孫
が
王
と
な
る
べ
き

地
で
あ
る
。
皇
孫
で
あ
る
あ
な
た
が
行
っ
て
し
っ

か
り
と
治
め
よ
。
皇
室
が
栄
え
る
こ
と
は
、
天
地

が
あ
る
限
り
永
遠
で
あ
る
」
と
い
う
お
言
葉
で
あ

る
。
二
つ
目
は
「
宝ほ

う

鏡
き
ょ
う

奉ほ
う

斎さ
い

の
神
勅
」
と
い
わ
れ
、

八
咫
鏡
を
お
授
け
に
な
っ
た
上
で
「
こ
の
鏡
を
私

の
魂
だ
と
思
っ
て
、
大
切
に
お
祀
り
し
な
さ
い
」

と
い
う
も
の
。
三
つ
目
は
「
斎ゆ

庭に
わ

の
稲
穂
の
神
勅
」

と
い
わ
れ
、「
天
上
界
で
育
て
て
い
る
稲
を
地
上
で

も
育
て
、
地
上
の
国
も
天
上
界
と
同
じ
よ
う
に
豊

か
な
安
定
し
た
国
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
教
え
で

あ
り
、
日
本
の
稲
作
文
化
の
根
源
と
も
い
え
る
。

東映通信工業㈱／㈲東映マンション／一政水産㈱／横浜貨物綜合㈱
大塚美容形成外科／柴﨑　徹・柴﨑久惠／㈲ミツワ企画
日本ロードマーク㈱／橳嶋孝司・間野隆司／森川栄介
㈱竹中工務店横浜支店／柏川昌和／（医）芳晴会愛児レディースクリニック
㈱長谷川製作所／㈲及川工業／㈲今井／㈱丸井紙店／㈱秋江／㈱阿部
㈱晃和ディスプレイ／㈱北岡本店／㈱豊榮金属／阿部和彦／田中雄二
㈱ＴＨコーポレーション／㈱テクノス三和／㈱タカトープランナー
石窯ガーデンテラス／㈱ジェイコム湘南／匿名　（順不同・敬称略）

奉灯協賛者芳名

1月1日午前0時から2月3日までの夜間（日没〜22時）点灯　※三が日は終夜点灯

「 天
て ん

孫
そ ん

降
こ う

臨
り ん

」

昭和23年…青森市に生まれる
昭和33年…町内ねぶたを作り始める
昭和37年…師匠	北川啓三に弟子入り
昭和40年…兄弟三人で初めて大型ねぶたを制作
	 以後、小型ねぶたの制作に専念し修行
昭和53年…兄と共に大型ねぶたの制作を再開
	 以後、二人三脚で数多くのねぶたを制作
平成10年…独立
現　　在…大型３台制作
	 平成26年より寒川神社のねぶたを制作

平成 21・25・27 年
ねぶた大賞（最優秀賞）
その他 数々の賞を受賞

受賞歴

ねぶた師 北 村 蓮 明

相　

田　
　
　

孝

青

木

弥

市

㈱

青

葉

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

一
之
宮
薬
局

天

利

茂

雄

石

井

明

彦

石

井

高

明

石　

黒　

喜
代
治

石

黒

久

一

井

出

茂

樹

井
出
洋
ら
ん
園

入

澤

一

三

大

川

哲

平

㈱

カ

ナ

リ

ヤ

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

神
奈
川
県
神
道
青
年
会

金　

子　
　
　

昭

金

子

菊

治

金

子

昌

裕

金

子

悦

夫

金

子

幸

一

金

子

信

夫

金

子

共

秀

金　

子　
　
　

誠

㈱

北

岡

本

店

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

木

内

幹

雄

栗

田

知

一

栗　

田　
　
　

登

栗　

田　
　
　

隆

熊

澤

酒

造

㈱

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

小

菅

昭

義

小

菅

弘

髙

小

菅

隆

志

小

管

英

夫

近

藤

喜

一

寒
川
駅
前
ク
リ
ニッ
ク

寒
川
神
社　

神
一
会

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈲

寒

川

建

材

佐

藤

昭

宏

寒
川
鈴
木
園
芸

寒
川
最
中 

さ
が
み
や
菓
舗

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
湘
南
さ
む
か
わ
店

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

信

花

園

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

杉

﨑

秀

男

関　

根　

シ
ゲ
子

㈱

空

晴

大

黒

屋

髙

橋

恵

一

髙

橋

昭

夫

龍

山

庸

道

茅
ヶ
崎
市
漁
業
協
同
組
合

露

木

生

花

中

沢

運

輸

㈱

中

島

啓

介

日

本

精

麦

㈱

根

岸

農

園

芳

賀

徹

雄

樋
口
哲
也
・
紀
子

藤　

井　

喜
代
治

㈱

藤

又

船

岡

澄

栄

豊

月

堂

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

前

田

隆

一

松　

本　
　
　

學

㈱

丸

井

紙

店

萬

蔵

丸

舛

水

勝

壽

三

留

利

男

水　

谷　
　
　

稔

皆

川

憲

治

皆

川

清

藏

皆

川

米

男

宮
山
神
輿
愛
好
会

巳

芳

商

事

㈱

村

山

利

江

メ
ル
シ
ャ
ン
㈱
藤
沢
工
場

百

崎

製

菓

㈱

谷

澤

正

勝

山

口

昭

義

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

横

溝

隆

義

吉

川

精

二

吉

川

篤

義

㈱
落
雁　

諸
江
屋

相　

田　
　
　

孝

相

原

善

久

青

木

弥

市

青　

木　
　
　

昇

天

利

茂

雄

安　

藤　
　
　

駿

阿
諏
訪　

容　

之

石

井

明

彦

石

井

高

明

石　

黒　

喜
代
治

石　

黒　

準
之
助

石　

黒　
　
　

清

石

黒

良

行

石

黒

鉄

男

石

黒

忠

雄

石

黒

久

雄

石

黒

正

美

磯

川

喜

一

市

川

幹

雄

市　

川　
　
　

明

市

川

澄

雄

市

川

太

一

石

塚

雄

司

石　

塚　
　
　

昇

井

出

一

浩

井　

出　
　
　

勉

井

上

隆

男

井

上

忠

市

井

上

健

一

入

澤

郁

雄

入

澤

隆

一

伊

澤

忠

治

宇
田
川　

良　

一

宇
田
川　

辰　

男

内

田

芳

徳

大

川

勝

徳

大

川

壽

一

大
久
保　

泰　

明

大
久
保　

靜　

男

小

澤

孝

夫

小

島

輝

雄

小

嶋

章

治

小

島

正

好

小

島

信

男

小

嶋

宏

昭

小

川

隆

一

大

谷

光

昭

金

子

良

幸

金

子

悦

夫

金

子

幸

一

金

子

一

男

金

子

隆

夫

金　

子　
　
　

武

金

子

隆

次

㈱
金
子
建
材
土
木

河

江

義

行

神

崎

相

一

木

内

和

美

木

内

幹

雄

木

内

敏

幸

木

内

和

彦

木

内

孝

隆

木

内

国

彦

菊

地

由

宜

北

村

工

務

店

北　

村　
　
　

茂

木

村

孝

行

木

村

昭

夫

木

村

慎

次

楠　

谷　
　
　

稔

栗　

田　
　
　

馨

栗　

田　
　
　

登

栗

田

知

一

栗　

田　
　
　

隆

小

泉

正

彦

小

菅

繁

男

小

菅

千

鳥

小

菅

隆

志

小

菅

昭

義

後　

藤　
　
　

進

齋

藤

雅

俊

齋

藤

博

一

齋

藤

寛

悟

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長

大
川　

良
一

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　
寒
川
地
区
運
営
委
員
会

委
員
長 

鈴
木　

潔

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
寒
川
支
店

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
倉
見
支
店

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

　
寒
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

佐　

藤　
　
　

勝

佐　

藤　
　
　

哲

佐

藤

昭

宏

佐

藤

好

夫

佐

藤

朝

一

佐　

藤　
　
　

勲

佐

藤

幸

雄

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

下

里

勝

二

杉

崎

孝

行

杉

崎

保

明

杉

山

直

弘

杉

山

光

弘

鈴

木

敏

之

鈴

木

髙

行

鈴　

木　
　
　

豊

鈴

木

正

浩

鈴　

木　

猪
太
郎

鈴　

木　
　
　

忠

鈴

木

誠

三

関　

根　

シ
ゲ
子

曽

根

利

昭

髙　

瀬　

龍
太
郎

髙

橋

恵

一

髙　

橋　
　
　

清

竹

内

良

晴

露

木

武

光

常

盤

賢

国

常

盤

栄

一

戸

塚

米

店

内

藤

英

敏

中

島

和

江

中　

島　
　
　

裕

中

嶋

康

雄

長

澤

弘

光

根

岸

和

子

能　

條　
　
　

隆

野

地

浩

一

原　
　
　

宏　

治

長
谷
川　

正　

富

日

尾

政

喜

福　

岡　
　
　

誠

藤

井

明

男

藤　

井　
　
　

薫

藤　

井　
　
　

彰

藤

澤

幸

作

古

谷

喜

洋

㈲
古
山
看
板
塗
装

前

田

隆

一

舛

水

行

正

三

澤

恵

一

三

澤

敬

機

三

澤

伸

喜

三

留

清

一

三

留

豊

正

皆

川

清

藏

皆

川

米

男

皆

川

欽

一

三

堀

和

彦

村

田

一

美

村　

田　

八
千
雄

村

田

商

事

㈱

森　
　
　

匡　

弘

谷

澤

正

勝

與

安

義

道

横

溝

貞

義

横

溝

隆

義

吉

川

篤

義

吉

澤

清

二

吉

田

信

雄

吉

田

博

國

脇　
　
　

善　

治

脇　
　
　

政　

一

脇　
　
　

文　

亮

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

初
穂
米
・
魚

酒
・
餅
・
野
菜

果
物
・
卵
・
花

菓

子

等

初

穂

米

（
一
升
袋
）

平成30年 新嘗祭奉納者芳名

あ 

ら 

す 

じ

平 成 31 己 亥 歳
迎春神話ねぶた
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篤
志
奉
納
者
芳
名

平
成
30
年

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

浄

　
　財

安

西

希

予

子

浄

　
　財

池

田

　
茂

子

浄

　
　財

中

島

　
康

晃

青少年だより 動 静

スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館

12月
 2日 文化祭（少年館）
 9日 親子で野外料理（BVS・CS）
 15日 相模國六社巡りサイクリング
   並びに神道章伝達式（VS）
 16日 月の輪スカウト歓迎ハイク（BS）
 19日 終業式（少年館）
 24日 しめ縄飾り作り（少年館）

 ４日 さむかわまちぐるみ美化運動
   （BS）
 5日 寒川ロータリークラブ例会出席
   （BS・少年館）
 10日 寒川ライオンズクラブ
  県道・町道花壇植栽奉仕（BS）
 24日 一泊野営訓練並びに
   パイオニアリング訓練（VS）
 25日 親子でフィッシング
   ＆クッキング（BVS・CS）

11月

 13日 ＢＳ寒川第2団神饌田稲刈り
   （BVS・CS・BS・VS・RS）
 20日 野外料理（VS）
 20-21日 くまスカウト歓送キャンプ＆
   江の島探検（CS）

10月

 

審
査
長　

遠
藤　

吉
和

 

副
審
査
長　

高
橋　

正
夫

細
管
の
部 

小
室　

久
次

厚
物
の
部 

関
場　
　

清

金　

賞 

米
山　
　

晃

銀　

賞 

岡　
　

照
男

銅　

賞 

三
橋　

太
一

寒
川
町
長
賞 

秋
山　

美
好

さ
が
み
農
協　

寒
川
地
区
賞 

三
橋　

太
一

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞 

今
井　

康
子

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞 

笠
間　
　

潔

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞 

笠
間　
　

潔

三
井
住
友
銀
行
湘
南
法
人
営
業
部
賞 

池
田　

哲
男

三
昭
グ
ル
ー
プ
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞 

屋
城
善
二
郎

読
広
エ
リ
ア
・
ア
ド
賞 

原　
　

則
夫

熊
澤
酒
造
賞 

大
貫　
　

明

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞 
関
場　
　

清
／
岡　
　

照
男

　

〃 

梶　
　

俊
一

Ｆ
Ｍ
横
浜
賞 

岩
本　
　

茂

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

大
貫　

久
男
／
吉
田　

茂
雄

テ
レ
ビ
埼
玉
賞 
後
藤　
　

勤

Ｆ
Ｍ
富
士
賞 

三
橋　

重
夫
／
梶　
　

堯
子

入　

選 

土
屋　

和
民
／
鈴
木　

良
雄

　

〃 

松
野　
　

寛
／
山
田　
　

豊

金　

賞 

米
山　
　

晃

銀　

賞 

内
藤　

俊
雄

銅　

賞 

梶　
　

俊
一

寒
川
町
議
会
議
長
賞 

笠
間　
　

潔

金　

賞 

清
田　

美
躬

銀　

賞 

荒
井　

秀
三

銅　

賞 

松
原
不
二
男

寒
川
町
観
光
協
会
賞 

小
室　

久
次

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞 

須
藤　

規
安

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

羽
田　

友
明
／
大
出　
　

進

金　

賞 

山
﨑　

俊
男

銀　

賞 

岩
本　
　

茂

銅　

賞 

屋
城
善
二
郎

さ
が
み
農
協
寒
川
地
区
賞 

水
島　
　

進

寒
川
町
商
工
会
賞 

安
池　

春
敏

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店
賞 

池
田　

哲
男

三
井
住
友
銀
行
湘
南
法
人
営
業
部
賞 

宗
像　
　

洋

三
昭
グ
ル
ー
プ
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞 

安
西　

昭
夫

　

〃 

遠
藤　

朋
章

読
広
エ
リ
ア
・
ア
ド
賞 

鴨
志
田
信
子

Ｆ
Ｍ
横
浜
賞 

柿
澤　

昌
明

テ
レ
ビ
神
奈
川
賞 

松
原
不
二
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

福
岡　
　

堅

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞 

木
村　

哲
雄

Ｆ
Ｍ
富
士
賞 

今
井　

康
子

入　

選 

羽
田　

友
明
／
小
峰　

勝
子

　

〃　

 

宗
像　
　

洋
／
安
池　

春
敏

金　

賞 

岩
本　
　

茂

銀　

賞 

柿
澤　

昌
明

銅　

賞 

原　
　

則
夫

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞 

小
林　
　

昇

三
昭
グ
ル
ー
プ
中
華
一
番
／
嵐
坊
賞 

小
川　

敏
幸

　

〃 

安
池
二
三
雄

読
広
エ
リ
ア
・
ア
ド
賞 

長
澤　

弘
光

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

安
池　

春
敏

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞 

後
藤　
　

勤

入　

選 

佐
藤　

誠
一

金　

賞 

阿
諏
訪　

豊

銀　

賞 

水
島　
　

進

銅　

賞 

清
田　

美
躬

入　

選 
田
中　
　

昇
／
今
井　

康
子

　

〃　

 

小
室　

久
次
／
石
原　

達
男

　

〃　

 

菅　
　
　

利
／
伊
藤　

政
三

　

〃　

 

原　
　

則
夫

金　

賞 

清
田　

美
躬

銀　

賞 

阿
諏
訪　

豊

銅　

賞 

小
峰　

勝
子

入　

選 

米
山　
　

晃

　

〃　

 

清
田　

美
躬
／
清
田　

美
躬

　

〃　

 

松
野　
　

寛
／
屋
城
善
二
郎

　

〃　

 

菅　
　
　

利
／
松
野　
　

寛

審
査
長
賞 

安
西　

昭
夫

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞 

関
場　
　

清

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店
賞 

小
峰　

勝
子

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

柳
澤　

芳
夫

入　

選 

米
山　
　

晃

小
松
原
郁
夫（
茅
ヶ
崎
市
）／
小
川　
　

弘（
茅
ヶ
崎
市
）

杉
本　
　

修（
茅
ヶ
崎
市
）／
石
原　

達
男（
茅
ヶ
崎
市
）

増
子　

喜
和（
茅
ヶ
崎
市
）／
増
田　

栄
治（
茅
ヶ
崎
市
）

大
内
喜
一
郎（
茅
ヶ
崎
市
）／
八
田　

信
義（
茅
ヶ
崎
市
）

屋
城
善
二
郎（
海
老
名
市
）／
鴨
志
田
信
子（
海
老
名
市
）

佐
藤　

誠
一（
海
老
名
市
）／
佐
藤　

和
史（
海
老
名
市
）

三
村　

芳
弘（
海
老
名
市
）／
小
峰　

勝
子（
海
老
名
市
）

池
田　

哲
男（
海
老
名
市
）／
内
藤　

俊
雄（
海
老
名
市
）

半
谷　

昭
雄（
海
老
名
市
）／
米
山　
　

晃（
海
老
名
市
）

髙
津　

有
二（
海
老
名
市
）／
大
出　
　

進（
平 

塚 

市
）

藤
間　
　

浩（
平 

塚 

市
）／
羽
田　

友
明（
藤 

沢 

市
）

山
崎　
　

武（
藤 

沢 

市
）／
小
相
澤
賢
治（
藤 

沢 

市
）

柳
澤　

芳
夫（
藤 

沢 

市
）／
落
合　

好
文（
藤 

沢 

市
）

笠
間　
　

潔（
綾 

瀬 

市
）／
大
塚　

外
雄（
綾 

瀬 

市
）

田
中　

博
司（
綾 

瀬 

市
）／
土
屋　

和
民（
綾 

瀬 

市
）

藤
岡　

清
久（
綾 

瀬 

市
）／
福
島　

忠
志（
綾 

瀬 

市
）

伊
藤　

政
三（
大 

和 

市
）／
沖　
　

君
子（
大 

和 

市
）

沖　
　

紘
明（
大 

和 

市
）／
関
場　
　

清（
大 

和 

市
）

髙
橋　

恒
克（
大 

和 

市
）／
狩
戸　

国
義（
大 

和 

市
）

小
林　

和
夫（
大 

和 

市
）／
齋
藤　
　

進（
大 

和 

市
）

斉
藤　

征
一（
大 

和 

市
）／
竹
内　
　

進（
大 

和 

市
）

樗
沢
差
希
子（
大 

和 

市
）／
藤
井　

和
子（
大 

和 

市
）

荒
井　

秀
三（
厚 

木 

市
）／
三
橋　

重
夫（
厚 

木 

市
）

秋
山　

益
男（
厚 

木 

市
）／
松
野　
　

寛（
厚 

木 

市
）

西
山　

守
夫（
厚 

木 

市
）／
大
貫　

久
男（
厚 

木 

市
）

大
貫　

昭
司（
厚 

木 

市
）／
大
貫　
　

明（
厚 

木 

市
）

南
條　
　

隆（
厚 

木 

市
）／
鈴
木　

良
雄（
厚 

木 

市
）

奥
津　

国
勝（
座 

間 

市
）／
根
上　

友
義（
座 

間 

市
）

山
川　

孝
雄（
座 

間 

市
）／
小
林　

一
三（
座 

間 

市
）

小
澤　

英
男（
座 

間 

市
）／
藤
森　
　

昇（
座 

間 

市
）

鈴
木
喜
一
郎（
座 

間 

市
）／
荒
田　

洋
司（
伊
勢
原
市
）

佐
藤　

俊
昭（
伊
勢
原
市
）／
小
澤　

厚
子（
伊
勢
原
市
）

森
井　
　

渡（
伊
勢
原
市
）／
倉
持　
　

武（
伊
勢
原
市
）

中
村　
　

清（
伊
勢
原
市
）／
能
條　

節
子（
伊
勢
原
市
）

平
川　

光
則（
伊
勢
原
市
）

 

審
査
長　

丹
治　

俊
雄

 

大
坪　

政
文

 

船
橋　

照
貴

金　

賞 

松
山　
　

進

銀　

賞 

川
上　

勝
正
／
埜
村　
　

秀

銅　

賞 

川
口　
　

統
／
友
田　

洋
子

 

蛭
田　

俊
雄

寒
川
町
長
賞 

中
村　

重
雄

寒
川
町
議
会
議
長
賞 

仁
藤　

報
子

寒
川
町
教
育
長
賞 

猿
渡　

政
吾

日
本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局
長
賞 

水
野　
　

武

寒
川
町
商
工
会
賞 

渡
辺　

正
敏

寒
川
町
観
光
協
会
賞 

清
水　
　

進

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞 

荒
井　

三
郎

寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞 

柳
川　

武
春

 

内
田　

賢
智

横
浜
銀
行
寒
川
支
店
賞 

原
田　
　

力
／
池
田　

康
夫

三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト
賞 

武
藤　
　

昭
／
鈴
木　

清
美

 

古
郡　

和
敏
／
三
山　

静
雄 

 

田
中　

秀
昭

読
広
エ
リ
ア･

ア
ド
賞 

杉
崎　

信
行
／
鈴
木　

生
子

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
賞 

奥
村　
　

勉
／
柳　
　

盛
康

 

大
塚　

春
美

テ
レ
ビ
神
奈
川
賞 

永
沼　

鉄
男

ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
賞 

椎
野　

英
三
／
石
井　

吉
雄

 

萩
原　
　

進

Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ
賞 

川
口　
　

敬
／
前
田　

新
一

テ
レ
ビ
埼
玉
賞 

中
村　

成
信

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
賞 

下
川　

勝
利
／
清
水　

千
俊

Ｆ
Ｍ
富
士
賞 

長
谷
川　

丈
／
南　
　

則
夫

田
中
写
真
賞 

中
村　

昭
雄
／
阿
部　

哲
二

 

江
口
る
み
子

　去る11月5日に寒川神社参集殿
にて寒川ロータリークラブ例会が行
われ、ボーイスカウト寒川第２団と
少年館より代表が出席し一年間の活
動報告を行いました。
　この活動報告は、健全な青少年育
成に対して寒川ロータリークラブよ
り助成金をいただくに際し、御礼の
気持ちを込めて毎年行われているも
ので、報告の後に日頃の努力の成果
を披露します。
　今回、代表に選ばれたスカウトは
「ロープワーク」を、館生は吟道
「富士山」を披露し大きな拍手をい
ただきました。
　ボーイスカウト寒川第２団と少年
館は今後も青少年育成に邁進してま
いりますので、変わらぬご支援・ご
協力の程お願い申し上げます。

寒川ロータリークラブ
例会での活動報告

厚
物
の
部

宮
　
司
　
賞

宮
　
司
　
賞

神
社
本
庁
統
理
賞

厚
走
の
部

太
管
の
部

間
管
の
部

細
管
の
部

七
本
立
の
部

福
助
の
部

だ
る
ま
の
部

  

第
51
回 

菊
花
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

第
51
回 

写
真
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

  

菊
奉
納
者
芳
名　

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

「してやったり」

「夏越の祓」

神
社
本
庁
統
理
賞
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寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

人
　
事

お
詫
び

友
禅
菊
の
小
さ
き
蕾
つ
つ
ま
し
く
照
葉
の
か
げ
に
一
輪
の
咲
く 

平
澤
ま
さ
え

耳
裂
け
る
轟
音
続
く
沖
縄
に
住
む
人
々
の
焦
燥
を
思
う 

宮
治
友
美
枝

わ
が
庭
の
垣
根
に
絡
む
ク
レ
マ
チ
ス
秋
咲
き
の
一
つ
微
み
て
お
り 

徳
江
　
道
子

大
山
へ
紅
葉
目
ざ
し
友
と
三
人
阿
夫
利
神
社
ま
で
階
段
登
る 

土
屋
ト
ミ
子

黄
金
に
光
る
稲
田
を
囲
み
つ
つ
彼
岸
花
の
赤
く
縁
取
る 

稲
垣
　
武
子

と
な
り
よ
り
秋
刀
魚
の
焼
け
る
匂
い
す
る
七
輪
に
焼
き
た
る
も
今
は
懐
か
し 

山
口
　
幸
子

台
風
は
無
残
に
花
を
散
り
落
と
し
金
木
犀
の
香
り
な
き
秋 

山
根
喜
美
代

姉
は
い
つ
も
四
人
姉
妹
の
頂
上
で
成
績
優
秀
ま
た
健
康
も 

安
藤
　
　
慧

木
漏
れ
日
の
ゆ
れ
る
日
差
し
も
柔
か
く
秋
は
来
た
れ
り
秋
は
来
た
れ
り 

渡
邉
　
唯
夫

寺
の
鐘
境
内
に
響
き
厳
か
に
新
郎
新
婦
入
堂
さ
る
る
（
興
全
寺
副
住
職
） 

亀
山
　
文
子

土
地
の
名
は
寒
川
な
れ
ど
住
む
人
の
心
根
な
べ
て
暖
か
に
し
て 

村
上
　
正
度

来
る
年
は
元
気
に
活
躍
願
い
つ
つ
残
り
の
日
々
は
健
康
志
向
う 

岡
元
　
芳
子

元
朝
の
大
空
見
上
げ
つ
平
成
と
ふ
年
号
改
ま
る
を
供
に
寿
ぐ 

杉
本
　
照
世

マ
ラ
ソ
ン
の
子
等
の
頬
そ
め
晩
秋
の
冷
た
き
風
は
野
を
吹
き
抜
け
て
ゆ
く 

瀧
本
三
重
子

地
下
足
袋
の
十
枚
鞐
や
冬
め
け
る 

金
指
　
月
光

動
く
霧
動
か
ぬ
霧
や
人
の
声 

石
原
美
枝
子

さ
ざ
れ
石
も
ち
あ
げ
て
を
り
霜
柱 

露
木
て
る
子

筏
師
の
巧
み
な
業
や
川
小
春 

根
岸
　
君
子

体
操
の
園
児
は
裸
返
り
花 

金
子
　
つ
ぢ

指
を
さ
し
確
か
に
居
た
と
霧
の
中 

吉
田
　
和
美

節
く
れ
の
指
を
ほ
ぐ
す
や
今
朝
の
冬 

竹
村
真
砂
美

一
杯
は
女
将
の
奢
り
今
年
酒 

菅
沼
う
め
の

霜
晴
の
一
山
燃
え
る
蔦
楓 

原
野
　
楽
天

霜
白
し
女
の
任
務
よ
水
仕
事 

飛
石
　
槿
花

子
の
電
話
待
つ
夜
の
長
し
霜
の
声 

宮
入
　
つ
る

着
膨
れ
て
角
の
取
れ
た
る
親
父
か
な 

岩
田
美
代
子

霜
柱
蹴
散
ら
し
遊
ぶ
小
学
生 

松
村
　
信
良

い
つ
も
の
道
ふ
と
振
り
返
る
冬
め
き
て 

白
井
　
美
雪

冬
め
く
や
な
か
な
か
開
か
ぬ
レ
ジ
袋 

菅
沼
　
保
幸

朝
霧
に
立
て
掛
け
て
あ
る
竹
箒 

伊
藤
　
公
一

小
春
日
や
山
河
変
ら
ぬ
過
疎
の
村 

倉
谷
　
節
子

秋
天
や
移
動
八
百
屋
の
拡
声
器 

猿
渡
　
弥
生

ガ
ス
灯
の
点
り
冬
め
く
港
町 

芹
澤
　
徳
光

実
の
赤
く
な
り
て
楽
し
む
な
な
か
ま
ど 

四
ツ
車
梢
月

惚
れ
と
惚
け
同
じ
漢
字
や
文
化
の
日 

松
本
美
智
子

茹
で
玉
子
塩
に
こ
だ
は
り
冬
に
入
る 

加
賀
　
荘
介

◆
退
　職

〈
参
集
殿
〉

 

池
上

　貴
広

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

診
療
放
射
線
技
師 

藤
井

　康
仁

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日

看 

護 

師 

野
田

　千
会

診
療
放
射
線
技
師 

坂
井

　譲
二

視
能
訓
練
士 

松
井

　康
広

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

小
野
瀨
裕
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

◆
採
　用

〈
寒
川
病
院
〉

診
療
放
射
線
技
師 

畠
中

　拓
男

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
十
月
一
日

薬 

剤 

師 
廣
野
眞
由
美

看 

護 

師 
千
葉
ひ
と
み

診
療
放
射
線
技
師 

岩
崎

　泰
央

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
十
二
月
一
日

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護

 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

看 

護 

師 

丸
山
亜
希
子

さ
む
か
わ
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
三
十
年
十
一
月1

日

　
本
誌
前
号
（
第
514
号
）
に
て
、
平
成
30
年
例
祭

神
徳
奉
賛
金
奉
賛
者
芳
名
の
掲
載
に
あ
た
り
「
才

戸
（
西
）
井
出
廣
子 

殿
　
外
4
名
　
八
、〇
〇
〇
円
」

の
記
載
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、正
し
く
は
「
才
戸
（
西
）

井
出
廣
子 

殿
　
外
4
名
　
一
七
、〇
〇
〇
円
」で
す
。

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹

ん
で
訂
正
致
し
ま
す
。

つ
と
め

こ
は
ぜ

　

当
神
社
利
根
宮
司
が
、
2
月
3
日
に
神
社
本
庁
よ
り
功
績
表
彰
を
受

け
、
神
職
身
分
「
特
級
」
に
昇
進
致
し
ま
し
た
こ
と
は
、
本
誌
第
512
号
に

て
既
報
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
功
績
表
彰
は
「
人
格
識
見
共
に
勝

れ
、
多
年
に
亘
り
神
明
に
奉
仕
し
て
神
徳
を
宣
揚
し
て
神
社
の
施
設
経
営

に
尽
力
し
、
ま
た
地
方
の
教
化
に
あ
た
り
広
く
斯
道
の
た
め
に
多
大
の
貢

献
を
な
さ
れ
た
功
績
」
に
対
し
て
顕
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
利
根
宮
司
の
名
誉
の
み
な
ら
ず
、
当
神
社
の
栄
誉
、
氏
子

崇
敬
者
の
誇
り
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
慶
事
に
際
し
て
、
10
月
26
日
、
当
神
社
利
根
宮
司
の
神
職
身
分

特
級
昇
進
を
祝
う
会
が
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

に
て
、
神
社
本
庁
総
長 
田
中
恆
清 

様
（
京
都
府
・
石
清
水
八
幡
宮
宮
司
）、

同
長
老 

寺
井
種
伯 
様
（
大
阪
天
満
宮
名
誉
宮
司
）、
明
治
神
宮
宮
司 

中

島
精
太
郎 

様
、
神
道
政
治
連
盟
会
長 

打
田
文
博 

様
（
静
岡
県
・
小
國

神
社
宮
司
）
を
は
じ
め
、
全
国
の
神
社
関
係
者
、
旧
職
員
な
ど
約
350
名
を

お
招
き
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
県
神
社
庁
長
・
県
総
代
会
連
合
会
会
長
・
北
海
道
神
宮

宮
司
（
旧
職
員
）・
当
神
社
責
任
役
員
の
皆
様
が
発
起
人
と
な
り
、
元
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
７
」
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
の
半な
か
ら
い井
小さ

絵え

氏
の
司
会
に
よ
り

式
が
進
め
ら
れ
、
多
数
の
来
賓
の
方
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

利
根
宮
司
の
謝
辞
の
後
、
清
興
と
し
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
雨あ
ま

谷が
い

麻ま

世よ

氏

に
よ
り
華
や
か
で
美
し
い
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小
野
雅

楽
会
に
よ
り
舞
楽
「
陵
王
」
も
披
露
さ
れ
、
こ
の
祝
の
宴
は
賑
々
し
く
も

厳
か
な
中
で
散
会
し
ま
し
た
。

利
根
宮
司

神
職
身
分
特
級
昇
進
を
祝
う
会
　
開
催

昭
和
24
年
3
月
13
日	

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
篠
島
に
生
ま
れ
る

　
　

47
年
3
月	

國
學
院
大
學
文
学
部
神
道
学
科　

卒
業　

明
階
を
拝
受

	
	

寒
川
神
社　

奉
職

　
　

48
年
3
月	

寒
川
神
社　

権
禰
宜

　
　

51
年
5
月	

神
社
本
庁
出
向（
〜
昭
和
52
年
6
月
）

　
　

53
年
6
月	

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
2
団
ボ
ー
イ
隊
隊
長

平
成
6
年
9
月	

神
職
身
分
二
級

　
　

8
年
7
月	

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
2
団
団
委
員
長

　
　

9
年
12
月	

寒
川
神
社　

禰
宜

　
　

10
年
4
月	

神
奈
川
県
神
社
庁
協
議
員

　
　

15
年
2
月	

神
社
本
庁
表
彰
規
程
第
3
条
第
2
号
に
よ
り
表
彰
を
拝
受

　
　

19
年
4
月	

神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
支
部
長

	

9
月	

神
職
身
分
二
級
上

	

12
月	

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
評
議
員
／
神
宮
評
議
員

　
　

20
年
10
月	

神
奈
川
県
神
社
庁
責
任
役
員

　
　

21
年
3
月	

寒
川
神
社　

宮
司
代
務
者
／
寒
川
神
社　

少
年
館
館
長

	
	

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
2
団
育
成
会
長

	
	

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
神
奈
川
県
第
45
団
育
成
会
長

	

5
月	

儀
礼
文
化
学
会
評
議
員
／
学
校
法
人
皇
學
館
協
議
員

	
	

学
校
法
人
國
學
院
大
學
協
議
員

	

8
月	

全
国
神
社
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
参
与

	

12
月	

寒
川
神
社
宮
司

　
　

22
年
2
月	

神
社
本
庁
参
与

	

3
月	

神
社
本
庁
評
議
員

	

7
月	

神
道
政
治
連
盟
神
奈
川
県
本
部
副
本
部
長

　
　

24
年
3
月	

浄
階
を
拝
受　

神
職
身
分
一
級

　
　

25
年
3
月	

神
奈
川
県
神
社
庁
副
庁
長

	

5
月	

神
奈
川
県
神
社
総
代
会
連
合
会
副
会
長

　
　

27
年
2
月	

神
社
本
庁
表
彰
規
程
第
2
条
第
1
号
に
よ
り
表
彰
を
拝
受

　
　

28
年
6
月	

神
道
政
治
連
盟
監
査
委
員

	

8
月	

全
国
一の
宮
会
副
会
長

　
　

29
年
7
月	

全
国
神
社
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
顧
問

　
　

30
年
2
月	

神
社
本
庁
表
彰
規
程
第
2
条
第
2
号
に
よ
り
表
彰
を
拝
受

	
	

神
職
身
分
特
級

寒
川
神
社
　
利
根
康
教
宮
司
　
略
歴
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Pick Up

授
与
品

　当神社では現在、さまざまな神符守札授与品（お札・お守り）を
頒布しております。その授与品の中から、順番にいくつかの授与品
をご紹介してまいります。
　今号では、初詣の際にお受けいただける「縁起物」と「お守り」
の一部をご紹介致します。

図 鑑

厄難除 氣守 初穂料 各500円
※12月1日より頒布中

交通安全守 初穂料 各1,000円

絵馬付破魔矢 初穂料 1,500円

干支木彫（台座付き）
初穂料 2,000円

運気上昇守（くすの実入）
初穂料 各800円

鏑矢 初穂料 各2,000円

干支一刀彫
初穂料 2,000円

流鏑馬破魔矢 初穂料 5,000円

吸盤付

※限定3,000体頒布

絆守 初穂料 800円

※正月期間中の開設
　時間は当神社HPに
　てご確認ください

毎日8：00～16：30（通常）

授与所開設時間

表
面

裏
面

　
そ
こ
で
、〝
転
ば
ぬ
先
の
杖
〞
と
し
て
大
難
は
小
難
に
、
小
難
は
無
難
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
悪
い
「
気
」
を
で
き
る
限
り
和
ら
げ
、
良
い
「
気
」

を
呼
び
込
み
、
日
々
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
神
様
に
祈
る
の
が
「
八
方

除
」
で
す
。

　「
八
方
除
」
は
、
地
相
・
家
相
・
方
位
・
日
柄
な
ど
に
起
因
す
る
全
て
の

悪
事
災
難
を
取
り
除
き
、
福
徳
円
満
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
如
何
な
る

状
況
に
あ
っ
て
も
積
極
的
に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
導
く
寒
川
大
明
神
の

御
神
徳
な
の
で
す
。

広
大
無
辺
の
御
神
徳

　
人
が
行
動
す
る
際
、
そ
の
行
動
に
は
必
ず
「
方
向
（
方
位
）」
が
伴
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
目
に
は
見
え
な
い
何
か
が
作
用
し
、
法
則

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、そ
れ
を
研
究
し
た
の
が「
方
位
学
」で
す
。
こ
の
方
位
学
の
研
究
こ
そ
が
八
方
除
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
年
月
日
に
よ
り「
星
回
り
」が
異
な
る
上
に
、時
々
に
よ
り
良
い
方
角（
吉
方
）と
悪
い
方
角（
凶
方
）が
発
生
し
ま
す
。

人
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
方
角
の
良
し
悪
し
を
そ
の
都
度
見
極
め
、
失
敗
の
恐
れ
の
少
な
い
方
角
を
選
択
し
、
健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
過

ご
す
一
助
と
す
る
こ
と
が
最
も
理
想
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
慌
た
だ
し
い
現
代
に
お
い
て
は
、
た
と
え
住
居
・
方
角
・
運
勢
の
良
し
悪
し

を
判
断
で
き
た
と
し
て
も
、
仕
事
や
学
校
の
都
合
が
優
先
さ
れ
、
な
か
な
か
思
い
通
り
に
い
か
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
支
配
さ
れ
て
い
る

法
則
に
則
っ
て
生
活
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
と
い
え
ま
す
。

方
位
学
と
八
方
除

　
古
来
よ
り
日
本
で
は
、
鬼
門
（
北
東
）
は
鬼
が
出
入
り
す
る
不
吉
な
方
角
と
さ
れ
、
様
々
な
災
い
が
起
こ
る
と
忌
み
嫌
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

同
様
に
、
鬼
門
の
正
反
対
に
あ
た
る
南
西
の
方
角
（
裏
鬼
門
）
に
つ
い
て
も
、
注
意
す
べ
き
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
四
神
相
応

の
地
と
し
て
、
地
相
的
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
京
の
都
「
平
安
京
」
で
は
、
政
治
的
・
宗
教
的
に
最
適
な
場
所
に
す
る
た
め
、
徹
底

し
た
鬼
門
・
裏
鬼
門
対
策
が
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
如
何
に
「
方
角
」
を
重
要
視
し
て
い
た
か
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、寒
川
神
社
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
当
神
社
は
江
戸（
東
京
）か
ら
見
て
南
西（
坤
）の
地
に
鎮
座
し
て
お
り
、江
戸（
現
在
の
皇
居
）

の
裏
鬼
門
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、通
常
社
殿
は
南
向
き
、も
し
く
は
東
向
き
に
建
立
さ
れ
る
の
で
す
が
、当
神
社
は
南
西
を
向
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
関
八
州
の
守
護
神
と
し
て
、
ま
た
江
戸
の
裏
鬼
門
を
お
守
り
す
る
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
と
り
わ
け
八
方
除
・
方
位
除

の
神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鬼
門
と
裏
鬼
門

寒川神社の八方除

明治４１年１２月２９日号「横浜貿易新聞」に当神
社の「八方除」の記事が掲載され「古来有名なる
八方除の神札を授与せらるる…多数の人々参詣し
て…」との記述があり、１００年以上前から当神社
の八方除の信仰が根付いていたことが窺えます。

※横浜貿易新聞…現 神奈川新聞

※

還
暦
や
古
希
・
喜
寿
な
ど
も
厄
年
と
考
え

ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
右
記
以
外

の
年
齢
の
方
は
当
神
社
で
は
「
八
方
除
」の
御

祈
願
を
お
受
け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
31
己
亥
歳

性 別 年 齢
（かぞえ年）

男

前 厄 本 厄

25歳 平成 8 年生 平成 7 年生 平成 6 年生
昭和54年生 昭和53年生 昭和52年生42歳

61歳 昭和35年生 昭和34年生 昭和33年生

後 厄

性 別 年 齢
（かぞえ年）

女

前 厄 本 厄

19歳 平成14年生 平成13年生 平成12年生
昭和63年生 昭和62年生 昭和61年生33歳

37歳 昭和59年生 昭和58年生 昭和57年生

後 厄

《厄年一覧表》 《方位吉凶早見表》

※
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病院だより

医療講演会のご案内

脳ドックでわかること
講師／副病院長　栗田　啓司

平成31年1月28日㈪
14：00～

日時

寒川神社 参集殿場所

2月・3月の予定は
寒川病院ＨＰでご確認ください

www.samukawabyouin.com

寒川病院

入場無料・申込不要

神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の

　

高
血
圧
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た

命
に
か
か
わ
る
病
気
の
重
大
な
危
険
因
子
の
一

つ
で
す
。
高
血
圧
は
非
常
に
多
く
、
厚
生
労
働

省
の
平
成
26
年
の
調
査
で
は
高
血
圧
の
患
者
は

1
0
1
0
万
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
文
字
通
り
「
血
圧
が
高
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
く
ら
い
か
ら
「
血
圧
が

高
い
」
と
す
る
の
か
具
体
的
に
決
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
決
め
方
で
す
が
、
簡
略

化
し
て
言
い
ま
す
と
、
血
圧
が
正
常
な
人
と
血

圧
が
高
い
人
を
何
年
間
か
経
過
を
追
い
、
ど
ち

ら
に
病
気
が
少
な
い
の
か
、
ど
ち
ら
が
長
生
き

な
の
か
を
見
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究

の
結
果
か
ら
、
こ
の
く
ら
い
の
血
圧
ま
で
は
正

常
、
こ
の
く
ら
い
か
ら
は
高
血
圧
と
考
え
た
ほ

う
が
良
い
と
決
め
て
い
き
ま
す
。
現
在
は
収
縮

期
が
120m

m
H

g

（
以
下
省
略
）
未
満
か
つ
拡

張
期
が
80
未
満
を
至
適
血
圧
、
収
縮
期
が
120
以

上
129
以
下
ま
た
は
拡
張
期
が
80
以
上
84
以
下
を

正
常
血
圧
、
収
縮
期
が
130
以
上
139
以
下
ま
た
は

拡
張
期
が
85
以
上
89
以
下
を
正
常
高
値
血
圧
、

収
縮
期
が
140
以
上
ま
た
は
拡
張
期
圧
が
90
以
上

を
高
血
圧
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
の
一
部
に
は
、甲
状
腺
、副
腎
と
い
っ

た
内
分
泌
臓
器
の
病
気
や
腎
臓
の
病
気
が
隠
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
そ

の
よ
う
な
病
気
の
な
い
本
態
性
高
血
圧
と
言
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
態
性
高
血
圧
は
、
生

来
の
体
質
と
複
数
の
生
活
環
境
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
の
中
で
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
の
が
塩
分
の
と
り
す
ぎ
で
す
。
従
っ

て
治
療
と
し
て
は
塩
分
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

に
血
圧
が
下
が
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
薬
を

飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

血
圧
を
ど
の
く
ら
い
ま
で
下
げ
た
ら
よ
い
の

か
に
つ
い
て
も
、ど
の
く
ら
い
か
ら
「
高
血
圧
」

と
す
る
の
か
を
決
め
た
方
法
と
同
じ
よ
う
に
し

て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
人
を
2
つ

に
分
け
て
塩
分
制
限
や
薬
で
収
縮
期
血
圧
を
例

え
ば
130
に
下
げ
た
人
と
160
ま
で
し
か
下
げ
な

か
っ
た
人
と
を
比
較
し
ど
ち
ら
に
病
気
が
多
い

か
を
見
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
研
究
の
結

果
か
ら
75
歳
未
満
の
方
の
治
療
目
標
は
、
診
察

室
で
の
血
圧
は
収
縮
期
が
140
未
満
、
拡
張
期
が

90
未
満
、
家
庭
で
の
血
圧
は
、
収
縮
期
が
135
未

満
、
拡
張
期
が
85
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
目
標
は
75
歳
未
満
で
ほ
か
に
病
気
の
な
い
方

の
も
の
で
、
75
歳
以
上
や
他
に
病
気
の
あ
る
方

の
場
合
に
は
目
標
と
な
る
血
圧
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
自
分
の
血
圧
の
治
療
目
標
に
つ
い
て

は
主
治
医
と
よ
く
相
談
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

高血圧とその治療目標について
宗教法人寒川神社寒川病院　副病院長　栗 田 啓 司

破
は

魔
ま

矢
や

って何
なに

？

　破
は
魔
ま
矢
や
とは文

も
字
じ
通
どお
り「魔

ま
」を「破

やぶ
る」「矢

や
」で、つまり魔

ま
よ

けの矢
や
です。初

はつ
詣
もうで
の縁

えん
起
ぎ
物
もの
としてご存

ぞん
知
じ
の方

かた
も多
おお
いと思

おも
いま

す。では、お正
しょう
月
がつ
の縁

えん
起
ぎ
ものである「破

は
魔
ま
矢
や
」とお正

しょう
月
がつ
の

遊
あそ
びである「羽

は
子
ご
板
いた
」に同

おな
じような意

い
味
み
があることはご存

ぞん
知
じ
で

しょうか？

　日
に
本
ほん
では古

ふる
くから弓

ゆみ
矢
や
に邪

じゃ
気
き
を祓
はら
う力

ちから
があると信

しん
じられ、

弓
ゆみ
矢
や
で的

まと
を狙
ねら
って悪

わる
いものを祓

はら
う儀

ぎ
式
しき
が全

ぜん
国
こく
で行

おこな
われてきま

した。この的
まと
のことを「ハマ」といったので「ハマ矢

や
」という

ようになり、鬼
おに
や悪
あく
魔
ま
を破
やぶ
るという漢

かん
字
じ
をあてて「破

は
魔
ま
矢
や
」と

なりました。江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
には、男

おとこ
の子

こ
の初
はつ
正
しょう
月
がつ
のお祝

いわ
いとして

破
は
魔
ま
矢
や
が贈
おく
られるようになりました。

　一
いっ
方
ぽう
、羽

は
子
ご
板
いた
は女

おんな
の子

こ
の初

はつ
正
しょう
月
がつ
のお祝

いわ
いとして贈

おく
られて

いました。羽
は
根
ね
が飛

とび
び交

か
う様
よう
子
す
が「トンボが蚊

か
を食

た
べる様

よう
子
す
」

に似
に
ていることから「子

こ
供
ども
が蚊

か
に刺

さ
されて病

びょう
気
き
にならないよう

に」という願
ねが
いと、「魔

ま
をはね（羽

は
根
ね
）のける」という意

い
味
み
もあ

りました。

　破
は
魔
ま
矢
や
も羽

は
子
ご
板
いた
もその一

いち
部
ぶ
に「無

むろくじ
患子」という植

しょく
物
ぶつ
が使

つか
われ

ており、「子
こ
供
ども
が患

わずら
わないように」という願

ねが
いが込

こ
められている

のです。

　現
げん
在
ざい
、神

じん
社
じゃ
でお正

しょう
月
がつ
にお頒

わ
けしている「破

は
魔
ま
矢
や
」も、矢

や
のも

つ魔
ま
よけの力

ちから
を信
しん
じることから生

う
まれた風

ふう
習
しゅう
であり、１年

ねん
間
かん
の

幸
しあわ
せを祈

いの
ってお受

う
けいただくものです。

　１年
ねん
の始
はじ
まりに破

は
魔
ま
矢
や
を受

う
け、久

ひさ
しぶりに羽

は
子
ご
板
いた
で遊
あそ
んでみる

のもいいかもしれません。
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後
記

寒川駅

寒川総合
体育館川との

ふれあい
公園

消防署

寒川
病院 寒川町

　役場

わい
わい市

寒川総合
図書館

寒川中学校

寒川小学校

企
業
庁
水
道
局

河西
工業

寒
川
神
社

参
集
殿

さむかわ
中央公園

宮山駅

中里交差点

馬場交差点

寒川北インター
入口交差点

圏
央
道

宮山駅前

健康センター前交差点

相鉄海老名方面バス発着所

神奈中
茅ケ崎・本厚木方面
バス発着所

タクシー発着所

根岸交差点

相模川

寒川
大橋

端
午
橋

目久尻川

寒川小学校裏
交差点

さむかわ
中央公園
交差点

寒川町役場
北側交差点

寒川町役場前
交差点

いこいの
広場入口
交差点

寒川
郵便局前
交差点

通
行
止
め

大門踏切前
交差点

N
寒川中学校
入口交差点

↓茅ケ崎市

←平塚市

神川橋

海老名市↑

寒川跨道橋
交差点

岡田西
交差点

寒川駅北口
交差点

岡田交差点

茅ケ崎駅→

↑
倉
見
駅

寒川北

寒川神社付近は、道路が大変混雑します
公共交通機関をご利用下さい
規制区域内での自転車通行は、ご遠慮下さい

平成31年
寒川神社初詣交通規制図

初
詣
に
は
、
バ
ス
・
電
車
・
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。

凡　　　　例

規　制　時　間

12月31日　22：00
～

１月３日　17：00

車両通行止区域

一方通行
車両通行止
車両進入禁止
指定方向外進行禁止

民間有料駐車場
無料駐車場

信　　号

車両通行禁止区域
（路線バスを除く）

寒川町年末年始交通対策協議会
茅 ヶ 崎 警 察 署

※ただし、ピンク点線
の区域（　　）は
12月 31 日 22：00
　～1月 1日 17：00
1 月 2日・1月 3日
　10：00～17：00

とします。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本

年
も
社
報『
相
模
』を
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。当
神
社
で
は
多
く
の
諸
行
事
が
５０
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
て
き
て
お
り
ま
す
。５０
年
も
続

く
行
事
が
今
も
形
を
変
え
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
氏
子
の
皆
さ
ま
の
信
仰
心
と
文
化
の
継

承
を
思
う
気
持
ち
に
外
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。本

年
は
、平
成
か
ら
の「
御
代
替
り
」と
い
う
慶
事
を
目

前
に
控
え
て
、
当
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
神
社
界
全

体
に
お
い
て
も
そ
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。社
報『
相
模
』も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
俊
）

月次祭に
ご参列された方などに
お頒けする木札です
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